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ごあいさつ

■路線図

私たち名鉄グループは、豊かな生活を実現する事業を通じて、
地域から愛される「信頼のトップブランド」をめざします。

名古屋鉄道株式会社  取締役社長

　名鉄グループは、「名鉄グループ経営ビジョン」
において「地域価値の向上に努め、永く社会に貢献
する」ことを使命として「地域から愛される信頼の
トップブランド」めざすことを経営理念としており
ます。この経営理念に基づき、交通事業を基盤とす
るグループとしての「安全・安心の徹底」は勿論、
「社会的責任の完遂」を重要な経営方針の一つとし
て掲げ、環境活動においては、平成18年4月に環境
方針「名鉄グループエコ・ビジョン」を策定し、グ
ループを挙げて環境保全への取組みを積極的に推
進しています。

　当社においては、電車のCO2排出量は、マイカー
に比べ格段に低いことから、鉄道やバスなどの公
共交通を利用することそのものが「身近で簡単な
環境活動」であることを広く地域の皆さまに理解
していただくため、平成18年6月より「電車で、
ECO MOVE。」キャンペーンを展開しております。
平成20年6月からは、毎年「名鉄エコプロジェク
ト」を実施し、お客様に環境問題について関心を
もっていただけるようＰＲに努め、同時に身近なエ
コ活動の一つとしての鉄道利用を呼びかけており
ます。一方で、沿線でのパーク＆ライド駐車場の整
備、駅のバリアフリー化などに加え、昨年2月にIC
カード乗車券「manaca（マナカ）」を導入し、お客
様の利便性の向上を図るとともに、繰返し利用が
可能なカード利用で廃棄物の削減にも関心をもっ
ていただくよう努めております。

　これからも、地域に愛される企業として存続し
ていくため、より一層地域との連携を深め、企業と
してはもちろん個人レベルでも地球環境や社会に
貢献し、当地域の更なる発展に寄与できるように、
引き続き真摯に取り組んでまいります。
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名鉄グループの概要 （平成24年3月31日現在）
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■関係会社数

■営業収益
■従業員数

■営業収益比率

連結子会社 135社　
持分法適用会社 15社
6,037億90百万円 （平成24年3月期）
31,725人

1,059

7,109

H19 H20

不動産事業 13.6％

流通事業
21.7％

レジャー・
サービス事業
8.5％

その他の事業 11.1％

運送事業 20.8％

交通事業 24.3％

 （平成24年3月期）

■営業収益の推移

1,007

6,650

H21 （年度）

970

6,200

H22

972

6,097

981

6,037

H23

単体 連結

注:営業収益はセグメント間
    取引消去前

■真心のこもったサービスを提供し、信頼を勝ち取ります
■新しい流れをつかみ、常にチャレンジします
■一人ひとりが役割と責任を果たし、前進します

お客さま満足を高める全社体制の確立

私たち名鉄グループは、豊かな生活を実現する事業を通じ
て、地域から愛される「信頼のトップブランド」をめざします経営理念

地域価値の向上に努め、永く社会に貢献する使　　命

経営方針

行動規範

経営の原点

競争に打ち勝つ経営力強化と
新しい事業への挑戦

グループ経営
の方向

一人ひとりの資質向上と
チャレンジできる風土づくり目指す社風

社会的責任の完遂存続の条件

名鉄グループ経営ビジョン

名古屋鉄道株式会社の概要
名古屋鉄道株式会社
Nagoya Railroad Co.,Ltd.
明治27年（1894年）6月25日
大正10年（1921年）6月13日
取締役社長　山本 亜土
841億85百万円（平成24年3月31日現在）
981億47百万円（平成24年3月期）
5,038人
鉄軌道事業、開発事業
275駅
444.2km
年間344,382千人（平成23年度実績）

社 　 名

創 　 業
設 　 立
代 表 者
資 本 金
営業収益
従業員数
事業内容
駅　　数
営業キロ
輸送人員
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環 境 活 動 報 告

社 会 活 動 報 告
■ 安全への取り組み

 安全に関する基本方針と安全重点施策
 安全管理体制
 安全性向上対策

■ コーポレート・ガバナンス
 コーポレート・ガバナンス
 コンプライアンス体制
 リスク管理体制とリスク管理の取り組み

■ お客さまとのかかわり
■地域社会とのかかわり
■株主・投資家の皆さまとのかかわり
■従業員とのかかわり
■名鉄グループの取り組み

 交通・運送
 不動産・技術
 流通／レジャー・サービス
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　名鉄グループでは、環境にやさしい企業活動をグループ経営戦略のひとつとして活かし、社会的責任の完遂を
進めていくため、平成18年4月に環境方針「名鉄グループ エコ･ビジョン」を策定しました。

【名鉄グループ エコ･ビジョン】

　名鉄グループ一体となった活動を推進するた
め、平成18年4月に「名鉄グループ アクション・
エコ推進委員会」を設置しました。この委員会で
は、グループ政策会議で決定される基本方針を
受け具体的な施策の立案と推進を行います。施策
の実施を円滑に行うため、連絡会議の開催や、各
部署･各社に配置した「環境推進責任者」「環境担
当者」を通じて、活動の浸透を図っています。

【推進体制】

よりよい環境を次代へ引き継いでいくため
グループ一体となって地球環境保全に貢献していきます。

環境活動報告

グループ環境方針のもと、推進体制を確立し、環境活動の深度化を図っています。

名鉄グループ エコ・ビジョンと推進体制

名鉄グループ エコ・ビジョン

地球環境問題を正しく理解し、持続可能な社会の実現のために一人ひとりが行動
できるよう、環境教育や啓発を通じて、意識向上を図ります。

環境問題に対する一人ひとりの意識向上につとめます1

グループが展開する幅広い事業を活かし、各社は保有･開発する環境保全事業やノウ
ハウの共有と社会への提供を通じて、環境負荷の軽減を図ります。

環境保全に関する技術力の向上と提供につとめます2

地域を中心とした関係各方面と協力し、地球環境保全の向上を図ります。
また環境に関する情報公開を通じて、あらゆるステークホルダーとの対話を深めます。

地域との連携を大切にし、環境保全に対する社会貢献につとめます3

名鉄グループ企業倫理基本方針に則り、環境法令の理解･遵守はもちろんのこと、
各社相互間の情報交換等を通じて、環境リスクの予防と低減を図ります。

環境法令の正しい理解と遵守につとめます4

基本理念

基本方針

名鉄グループは、環境問題を地球規模で考え、
地域･個人レベルで行動し、環境にやさしい企業をめざします

行動目標
上記の基本理念･基本方針を受け、
名鉄グループ各社毎に、環境活動における行動目標を設定します。

名鉄グループ環境活動連絡会議名古屋鉄道環境活動連絡会議

グループ政策会議

事務局  事業企画部

専門活動部会
●運輸エネルギー ●オフィス・テナントエネルギー
●省資源・リサイクル ●環境技術 ●環境ビジネス

各部署
●環境推進責任者
●環境担当者

各社
●環境推進責任者
●環境担当者

名鉄グループ
アクション・エコ推進委員会

委員長：名古屋鉄道（株） 事業企画部総括役員
（名鉄の役員およびグループ主要会社役員で構成）
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　名鉄グループ アクション･エコ推進委員会では、グ
ループが一体となった環境活動を推進するため、平
成24年度から3ヵ年を計画期間とする「アクション･
エコ中期計画（2012～2014年度）」を策定しまし
た。本計画では、「名鉄グループエコ・ビジョン」の基
本方針に基づき、4つの重点テーマを設定し、更にそ
れぞれのテーマごとにブレークダウンした取り組み
事項を定めています。

【アクション･エコ中期計画】
　名鉄グループ各社では、より環境に配慮した事業展
開を行うため、各種の環境マネジメントシステムを導
入しています。これにより、環境負荷の軽減や環境リ
スクの予防はもとより、経営効率の向上などの効果も
生まれています。

【環境マネジメントシステムの導入】

 T O P I C S

自動車エコ事業所の認定取得
　名鉄協商では、平成21年12月に本社および駐車場
センターが愛知県から「自動車エコ事業所」として認
定されました。これは、8割を超えるエコカー導入率と
充電設備の対外的開放が、自動車環境対策への取り組
みとして評価されたものです。

■ISO14001認証取得会社

■グリーン経営認証取得会社

■名古屋市エコ事業所認定会社

■自動車エコ事業所認定会社 ■エコアクション21認証取得会社

審査登録機関取得年月会社名

名古屋鉄道（舞木検査場）

矢作建設工業

メイエレック

電通名鉄コミュニケーションズ

山梨名鉄運送

名鉄ビルディング管理

名鉄百貨店

名鉄運輸

名鉄協商

名鉄クリーニング

奥飛観光開発

平成12年6月

平成12年8月

平成13年6月

平成13年9月

平成14年4月

平成14年6月

平成14年8月

平成14年9月

平成15年2月

平成15年3月

平成17年3月

JQA

（財）建材試験センター

JQA

LRQAジャパン

JACO

JQA

JQA

JQA

ビューローベリタスジャパン（株）

KHK

（財）日本ガス機器検査協会

JQA：（財）日本品質保証機構　JACO：（株）日本環境認証機構　KHK：高圧ガス保安協会
LRQAジャパン：ロイド レジスター クオリティ アシュアランス リミテッド

バス 名鉄観光バス ／ 宮城交通 

名古屋鉄道 ／ 名鉄百貨店 ／ 名鉄協商 ／ 名鉄産業 ／ 名鉄交通商事
矢作建設工業 ／ メイエレック ／ 名鉄環境造園 ／ 名鉄観光バス ／ 
名鉄急配

名鉄バス ／ 名鉄協商 名鉄交通商事

タクシー
名鉄交通 ／ 愛電交通 ／ 名鉄西部交通 ／ 石川交通
名鉄知多タクシー ／ 名鉄東部交通 ／ 名鉄岡崎タクシー
名鉄名古屋タクシー ／ 豊鉄タクシー

トラック

信州名鉄運輸 ／ 四国名鉄運輸 ／ 名鉄ゴールデン航空
東北名鉄運輸 ／ 柳島運送 ／ 名鉄急配 ／ 新潟名鉄
トーハイ ／ 三陸貨物 ／ 中国名鉄運送 ／ 北陸名鉄運輸
和歌山名鉄運輸 ／ 九州名鉄運輸 

（平成24年6月現在）

■アクション・エコ中期計画（2012年度～2014年度）
重点テーマ 取り組み項目

■環境教育の実施
● 社内研修会の開催
● 環境社会検定試験（エコ検定）取得の推奨

■事業に関連する環境関係法令への
対応
● 有害物質の厳正な管理
● 社内研修会・セミナーの開催

■エネルギー使用量の削減
● 省エネ車両の導入・切り替え
● 省エネ設備・機器の導入・切り替え
● エコ運転への取り組み推進

■オフィスにおけるエコ活動の推進
● エコオフィス運動の推進
● 紙使用量の削減
● 事務用品のグリーン購入推進

■新しい環境技術の研究・導入
● 自然再生エネルギーシステムの
導入検討

● 騒音・振動の低減
● 低炭素社会の実現に向けた
実証プロジェクト等への参画

■資源消費の節約
● 廃棄物の削減及びリサイクル率の向上
● 水使用量の削減

■生物多様性保全への取り組み
● 生物多様性セミナーの開催
● 地域の生態系保護活動等への参画

■環境マネジメントシステム構築の
推進
● ISO14001、グリーン経営認証等の
取得推進

● PDCAサイクルの確実な実施と活用

■積極的な情報開示
● グループ環境・社会報告書の発行・
コンテンツ充実

● WEBでの積極的な情報開示

■環境活動PRの推進
● 環境ポスター・車内吊広告による
環境活動のＰＲ

● 環境イベントの開催
● 子供向け環境教育の強化

■地域と一体となった環境活動への
取り組み
● 地域との協働による清掃活動
● 鉄道沿線や事業所等における植栽活動

１

４

２

３

環境意識の
向上

環境関係法令
の遵守

環境負荷の
軽減

環境コミュニ
ケーションの
推進
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　平成19年4月に環境活動の基本的な考え方を示す環境方針「名鉄エコ・プラン」を制定しました。各部署は、
この方針をもとに、それぞれの業務の中で発生する環境負荷の把握を行い、それを軽減させるために取り組める
内容を「エコ・マニフェスト」として設定しています。

　名古屋鉄道は、名古屋を中心として愛知･岐阜両県下に444.2kmの鉄道路線網を持ち、お客さまの足として
公共交通サービスを提供しています。地球環境問題への意識が高まる中、エネルギー効率のよい鉄道は、マイ
カーに比べCO2排出量が約9分の1であり、「環境にやさしい乗り物」として、その果たす役割が見直されてきて
います。当社は、省エネルギー車両への更新やパーク＆ライド駐車場の整備、使用済み乗車券のリサイクルなど
に継続的に取り組み、地球温暖化防止に努めています。
　これからも、さらなる輸送サービスの向上をめざし、さまざまな交通事業者との連携や地域特性を生かした交
通ネットワークの充実を図るとともに、安全で快適な移動環境を提供することで、お客さまの利便性と満足度を
高め、地域社会に貢献していきたいと考えています。

名古屋鉄道の取り組み

名鉄エコ・プラン

省エネルギー、リサイクルなどの目標を掲げ、温室効果ガスを削減します。
○ 運転電力削減目標を達成します。
○ 使用済み乗車券のリサイクル率100％を達成します。

環境負荷の軽減1

効率的で利便性の高い公共交通サービスを提供し、
環境にやさしい鉄道の利用を促進します。

利便性の向上2

地域の皆さまとともに環境保全活動を推進し、
環境にやさしい地域社会づくりに貢献します。

地域環境貢献3

環境問題に対する意識を高め、環境法令の遵守を徹底します。
環境法令の遵守4

行動指針

行動目標

「環境に関する行動目標」を毎年度策定し、実施する。

【名鉄エコ・プラン】

■2012年度　名古屋鉄道　環境に関する行動目標
取り組み内容テーマ

１　環境意識の向上 環境教育の実施 社内研修の実施、家庭内エコ活動の推奨

４　環境法令の遵守 廃棄物の厳正な管理 廃棄物管理体制の強化、社内研修の実施

３　環境コミュニケーションの推進 地域への環境貢献

環境活動のPR

積極的な情報開示

地域との協働による清掃活動の実施

「名鉄エコプロジェクト2012」の実施、

お子さま向け環境教育の推進

環境WEBサイト・「環境・社会報告書」の充実

２　環境負荷の軽減 鉄道運転電力の削減

列車騒音・振動の低減

グリーン購入率の向上

エコオフィス運動の推進

運転電力原単位　平成21年度比3％削減

ロングレール化の推進

グリーン購入率対前年度比3％向上

「エコ・マニフェスト」の策定及び結果評価の実施
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　電車の運行では、非常に多くの電力を消費します。なる
べく少ない電力で運行ができるよう、乗務員の節電運転研
究や、線区ごとの省エネ活動組織(運輸エネルギー部会)
での取り組みのほか、車両自体の省エネルギー化の推進や
電気設備の改良を行い、原単位※の向上に努めています。
　平成23年度は、車両走行キロの減少や新型車両の導入、
効率的なダイヤ・車両編成に努めたほか、乗務員が節電を
意識した運転操作を心がけました。また、震災以降の節電
対策として車内灯の間引き・空調設定の変更なども行い、
運転原単位は前年比で１％ほど減少しました。今年度も引
き続き、以下のような目標を設定し、原単値の向上に努め
ていきます。

電車の運転電力原単位の向上

　省エネの観点から、旧型車両の計画的な更新を進めてい
ます。ブレーキ時にモーターを発電機として作用させ、生み
出された電力を架線に戻し、他の電車が加速する際その電
力を使えるようにできる「電力回生ブレーキシステム」や、架
線から受ける直流電流を交流に変換し、効率よく電力の使用
ができる「VVVFインバータ制御」機能を搭載した省エネル
ギー車両への更新により、消費電力の削減を図っています。
　平成23年度はVVVFインバータ制御を搭載した車両に8
両を新造、また既存車両4両を従来の抵抗制御方式からＶ
ＶＶＦインバータ制御に更新しました。今後も快適性の向上
とともに、省エネルギー車両の導入を推進していきます。

車両の省エネルギー化

車両数 --- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  1,056両
省エネルギー車両数 --- - - - - - - - - - - - - -  884両
省エネルギー車両導入率 --- - - - - - - - - - - 84％

平成23年度末現在

平成26年度の電車の運転電力原単位を、
全線で平成21年度比▲5％をめざします。

※車両１両が１km走行するのに要する電力量

エコ・プラン行動指針1 環境負荷の軽減

■電力回生ブレーキシステムの仕組み

■VVVFインバータ制御の仕組み

ブレーキ時に、モーターを発電機として
作用させ、発生する電力を架線へ返す。

回生された電力をもらって
加速する。

抵抗器を用いて電力量の調節を行っ
ていたため、抵抗器の発熱によって
電気エネルギーを無駄に消費してし
まう。

少ない消費電力で、速度に応じて電
圧や周波数を調整し、最適な制御を
行い、電気を効率よく使って、省エネ
運転が可能。

加速時減速時

抵抗制御方式
（今までの車両）

VVVFインバータ制御方式
（新しい車両）

熱
放出

熱
放出

効率
低

効率
高

 T O P I C S

車輪フラット検出装置
　メイエレックでは、車輪踏面に発生したフラット・剥
離・熱亀裂を早期発見する装置を、名古屋鉄道と共同
開発で平成11年に導入し、騒音・振動低減と業務効率
化に大きく寄与しており、他の鉄道会社にも導入され
ています。（特許登録済）

センサー設置状況

お問合せ 株式会社メイエレック
技術開発部　鉄道技術課　052-678-1895

6000系 100

6500系 81

3300系

2000系 46

■名鉄の車両別消費電力の比較 （指数〔6000系＝100〕）

■省エネルギー車両の推移
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■力率改善コンデンサーの設置
大容量の電力を直接、電力会社から購入し、沿線35ヵ所

に設けた自社変電所で受電し、主に電車の運転エネルギー
として使用しています。受電した電力を効率よく使用する
ため、変電所に力率改善コンデンサーを設置し、エネルギー
効率の向上を図っています。平成5年から順次進めており、
現在11の変電所で使用しています。

■き電線の強化
架線に流れている電車運転電力の送電ロスを低減させ

るため、き電線を太くするなどの強化を進めています。当社
ではほとんどの線区で上下一括き電方式を採用していま
す。この方式は、上り下りの架線を接続して電力を供給する
方式で、走行中の電車まで効率良く電気を流すことができ
ます。また、回生電
力を上り下りの電車
に限定されることな
く、有効に使えるメ
リットもあります。

■騒音の低減化
変電所の新設や大規模改良工事の機会に合わせて、防音

壁等の設置や屋内型機器の採用により、変圧器のうなり音
や開閉装置等の動作音による騒音の低減を図り、周囲の環
境に配慮しています。

■信号機および踏切灯器のLED化
信号機および踏切灯器で使用

する電球のLED化を順次進めて
おり、平成24年3月時点では全信
号機の36％に導入しています。
LEDは電球に比べ消費電力が少
なく、長寿命であるだけでなく、視
認性にも優れているため、今後も
新設または更新の際にはLED化
を積極的に進めていきます。

電気施設の省エネルギー化
　鉄道事業において非常に多く使用する電力を、最大限
効率よく使用し、地球温暖化防止に貢献するため、電気
施設の省エネルギー化を推進しています。

■レールの重量化
レールを重いものにすることで列車の走行性が安定し、
乗り心地が向上するほか、騒音・振動の減少にも効果があ
ります。本線軌道長のうち99％ が重レール（50kg/m以
上のレール）になっています。

■レール削正車の導入
線路の保守管理の新しい手法として、車体の下に装着さ

れた16個の砥石を高速回転させ、レールの細かな傷や凹
凸を削り取るレール削正車を導入しました。これにより、
レール寿命の延
伸、騒音･振動の
軽減や乗り心地
の向上を図って
います。

平成23年度ロングレール施工実績
4.7km（累積施工実績全線で263.8km）

沿線環境保全
■ロングレール化
レールには継目があり、継目の上を列車が通過すること
により、騒音と振動が発生します。これを軽減するため、継
目を溶接し、1000ｍ前後の長さにするロングレール化を
各所で進めており、全線で263.8kmに導入しています。

 T O P I C S

軌条踏面塗油装置
　メイエレックでは、列車が急曲線部を通過するとき
に発生する、周波数の高い不快な「きしり音」の低減装
置を名古屋鉄道と共同開発し、昭和62年より随時導
入し、騒音低減に大きく寄与しています。
お問合せ 株式会社メイエレック

技術開発部　機器課　052-678-1843

装置設置状況

電気保守作業

土木保守作業

屋内型機器を採用した各務原変電所

LED化した信号機

16頭式レール削正車
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リサイクルの取り組み
　名古屋鉄道では早くから、使用済み乗車券のリサイク
ルに積極的に取り組んできました。平成8年度にリサイ
クルシステムを稼動してから段階的にリサイクル処理
量を増やし、平成18年度には初めてすべての使用済み
乗車券（定期券およびカード類含む）をリサイクルする
ことに成功しました。
　紙製乗車券の大部分は、マテリアルリサイクルを行っ
ています。名刺などの事務用品をはじめ、駅のベンチや
分別ボックス、トイレットペーパーへの再生も積極的に
行うとともに、リサイクルシステムを他の鉄道事業者な
どへも広げています。（平成23年度末時点約20社局）
　平成23年度は、使用済み乗車券が27t発生、すべて
をリサイクル処理し、使用済み乗車券を原料に製作した
リサイクルベンチの背、座板を各18枚、63枚設置しま
した。

オフィスでのエコ活動
オフィスでの環境活動は、廃棄物の分別から省エネル

ギー、グリーン購入に至るまで、さまざまです。身近で幅
広いオフィスでの取り組みは、企業の環境活動の基本と
して位置付け、継続的に取り組んでいます。

■多分別ボックスの設置
オフィスで発生する多種多様の廃棄物を、資源として可
能な限り有効に活用するため、多分別ボックスの設置を
行っています。本社事務所では、10種類に分別し、廃棄物
のリサイクル率向上を図っています。

平成23年度乗車券リサイクル率 100％

■グリーン購入方針の策定
環境に配慮した資材や物品の購入を行うグリーン購入

を進めています。当社では、平成15年に購入の際の指針と
なる「グリーン購入方針」を策定しています。

製品を購入する際には、次の項目に留意して、できる限り
環境負荷の少ない製品の購入に努める。

１．環境汚染物質の有無の確認
２．省エネルギー製品の優先的購入
３．長寿命製品の優先的購入メンテナンスの容易性など、
　  できる限り長期間使用できる工夫のされている製品
　  を優先的に購入する 
４．リユース・リサイクルの推進
５．リサイクル製品の優先的購入
６．廃棄の際に環境負荷の少ない製品の優先的購入
７．環境に関する情報を入手しやすい製品の優先的購入

名古屋鉄道グリーン購入方針

平成23年度グリーン購入率  77％（金額ベース）

 T O P I C S

電気高効率水冷チラーへの更新
　平成22年1月に国土交通省「既設住宅・建築物省エネ
改修緊急促進事業」の補助金を得て、神宮前駅西口ビル
のガス焚き・油焚きの冷温水発生機を電気高効率水冷チ
ラーへ更新しています。また冷温水ポンプのインバータ
化や、誘導灯の一部を高効率照明へ切り替えることで、
全CO2発生量の27.2％を削減することができました。今
後も順次省エネ機器を導入し、地球温暖化防止に貢献し
ていきます。

電気高効率水冷チラー

多分別ボックス

乗車券リサイクルベンチ 乗車券リサイクルトイレットペーパー
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■クールビズ・ウォームビズの実践
名鉄では平成17年から、環境省が地球温暖化防止行

動として提唱している「クールビズ」「ウォームビス」を毎
年実践しています。夏季は6月から9月の4か月間（本年
も節電対策に伴い、5月中旬から10月の5か月間を予定）、
本社を中心とした部署で、空調温度を高めに設定し、軽装
による勤務を実施しています。冬季は12月から翌年3月
までの4か月間、「ウォームビズ」に取り組んでいます。

■鉄道センタービル竣工
今年４月に竣工した「鉄道センタービル」では環境への

配慮や省エネに対する様々な取り組みがされています。中
でも、各階執務室に換気窓を設けることで、階段シャフト
から煙突効果を利用した自然換気システムを導入した事
により、通常時は外気を取り入れ空調負荷を低減し省エ
ネを図ると共に、室内環境の快適性が向上しました。また、
非常時における事業継続にも寄与しています。その他に
も、屋上の一部を緑化することで執務室のアメニティ向上
にも配慮しています。

■自然エネルギーの利用
駅や駅ビルの設備において、太陽光や雨水など、自然エ

ネルギーを利用しています。
　尾張瀬戸駅では、平成13年から太陽光発電パネルおよ
び雨水タンクを設置し、駅の照明の一部、トイレの洗浄水
を賄っています。また名鉄新一宮ビル（名鉄百貨店一宮店）
および名鉄長住町ビル（岐阜ロフト）でも、雨水を雑用水の
一部に活用しています。

その他の取り組み

平成23年度実績
太陽光発電 963ｋWh
雨水使用量 11,720m3

■節水トイレの導入
平成22年10月より、環境にやさしい駅の整備の一環

として、中部国際空港駅の４台と金山駅の７台のトイレ小
便器に、節水型小便器を導入しています。
　導入した節水型小便器は従来型と比較して、洗浄水を
リサイクルさせることにより水道水の使用量を約90%節
減でき、これにより水道水を使用する際に排出されるCO2
も同時に削減されます。また、洗浄水には「洗浄」・「消臭」・
「除菌」の効果を持った洗浄液が含まれており、臭気をカッ
トします。
　今後も当社は、環境にやさしく快適にご利用していただ
ける駅の整備を進めていきます。

太陽光発電パネル（尾張瀬戸駅）

鉄道センタービル

雨水タンク（尾張瀬戸駅） 節水トイレ（中部国際空港駅）
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エコ・プラン行動指針2 利便性の向上

　マイカーの利便性と鉄道の環境効率のよさを組み合わ
せた「パーク＆ライド駐車場」の整備を積極的に進め、そ
の活用をお客さまに呼びかけています。移動手段をマイ
カーから鉄道に切り替えてい
ただけばいただけるほど、地
域の環境負荷軽減につながり
ます。より多くのお客さまに
最寄りの駅の駐車場にマイ

カーを停め、駅からは鉄道をご利用いただけるよう、沿線
に約2万2,300台の駐車場を整備するとともに、「パー
ク＆ライド」利用者向けにおトクなプリペイドカードの販
売も行っています。

パーク＆ライド駐車場・駐輪場の整備

　名古屋鉄道とメイテツコムでは、2012年4月から、名
古屋産業大学、名古屋文理大学・同短期大学部及び、名古
屋文理栄養士専門学校に、東海地方で初となる、学生証
とmanacaが一体となった「学生証一体型manaca」を発
行しました。各大学・学校において、manacaの認証機能
を活用した出欠・入退室などの学修管理や図書館管理、
証明書発行などの各種学内システムへの対応が可能とな
るとともに、定期券として通学での利用に加え、学内の食
堂や売店、自動販売機などに
もmanaca電子マネー決済を
導入することで、学生の利便
性の向上を図っています。

学生証一体型manaca 

　名古屋鉄道、名鉄バス、豊橋鉄道では、名古屋市交通局
（地下鉄・市バス）、名古屋臨海高速鉄道（株）（あおなみ
線）、名古屋ガイドウェイバス（株）（ゆとりーとライン）で
も利用できるICカード乗車券「manaca」を平成23年2月
11日に導入しました。
　ｍanacaは繰り返し使えるエコなカードであり、事前に
チャージ（入金）しておけば、自動改札機やバス運賃箱に
タッチするだけで運賃を自動的に差し引くことができ、定
期入れなどから取り出す必要もないほか、マイレージポイ
ントの導入や電子マネー機能の付加などにより、お客さま
の利便性を高めています。
　他カードとの相互利用については、平成24年4月21日
にJR東海の「TOICA」との乗車券機能の相互利用を開始し
ました。さらに、平成25年春に
はJR東日本の「Suica」、関東
公民鉄の「PASMO」など全国
10の交通系ICカードによる相
互利用を実施する予定です。

ICカード乗車券

　「名鉄たまルン」は、名古屋鉄道・名鉄バス・豊橋鉄道等
でお買い求めいただける名鉄manacaだけのサービスで、
カードの裏面に「株式会社エムアイシー」と書かれている
manacaでご入会いただけます。
　manacaは、「名鉄たまルン」に入会していただくこと
で、「名鉄たまルン」加盟店での電子マネー利用のたびに
「名鉄たまルン」ポイントがたまります。たまった「名鉄た
まルン」ポイントは、チャージ券と交
換して、manacaにチャージすること
で、通常のカード残額として、電車・バ
スのご乗車や乗車券の購入、お店での
お買い物などにご利用いただけます。

　名古屋鉄道と名鉄協商では、名鉄電車とICカード
「manaca」利用促進および、名鉄協商の駐車場の利便性
向上を目的に、manacaを使った「パーク&ライド割引」
サービスを名鉄協商パーキング「豊橋西」および「新鵜
沼」において新しくスタートしました。このサービスは、上
記駐車場を出庫する際、駐車場の最寄駅の降車情報（駐
車した日と同日に限る）が記録されたmanacaを専用端
末にタッチすると、自動的に駐車料金から一定金額が割
り引かれるものです。
　両社では「パーク&ライド」を積極的に推進しており、
今後もさまざまなサービスを通して、「パーク&ライド」の
更なる普及を図っていきます。

「名鉄たまルン」ポイント

「パーク＆ライド割引」サービス

平成23年度新規整備台数
駐車場 38台（桜井駅）、18台（旭前駅）

ICカード乗車券「manaca」

学生証一体型manaca

パーク&ライド駐車場（鳴海駅）

パーク&ライド割引対応精算機

現金､Pカード、
manaca､回数券または
クレジットカードで
ご精算。（割引料金）

4

割引ボタン
を押す

2

manacaを
タッチ

3
駐車券を挿入
1
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エコ・プラン行動指針3 地域環境貢献

　名古屋鉄道は駅をはじめ沿線を中心に、多くの事業所
が点在しています。事業所が所在するそれぞれの地域の
皆さまと、よりよい関係を保ち、共存させていただくた
め、環境面での社会貢献活動も積極的に行っています。
　例えば、本社周辺では「名駅をきれいにする名鉄グルー
プの会」を立ち上げ、名鉄グループの各社とともに毎月第
２・第４月曜に名古屋駅前の清掃活動を行っています。
　舞木検査場では、名鉄エコ・プランの行動指針の一環
として、地球環境への貢献を目的に検査場周辺の清掃活
動を定期的に実施しています。

沿線での清掃奉仕活動

　名古屋鉄道は、平成23年1月より知多半島地域におい
て、生きものの生息・生育空間を適正に配置し、つながり
を確保する「生態系ネットワーク」の形成を推進し、将来
にわたって生物多様性の確保に寄与することを目的とし
た「知多半島生態系ネットワーク協議会」に参画していま
す。この地域は新見南吉の童話「ごん狐」の里で知られ、
昭和30年代に絶滅したと思われていたものの、昭和60
年頃以降、生息確認例が出はじめています。当社では今
後も保全活動・活動場所の提供・活動への支援を検討し
ていきます。

知多半島生態系ネットワーク協議会への参画

経済産業省「次世代エネルギー・
社会システム実証地域」
豊田市低炭素社会システム実証
推進協議会に参画
　名古屋鉄道は、平成22年8月より豊田市や民間企業な
ど27団体とともに「豊田市低炭素社会システム実証プロ
ジェクト」を実施しています。
　これは経済産業省の「次世代エネルギー・社会システム
実証地域」に選定された豊田市を「環境モデル都市」とし
て、日本発信型の地方型低炭素社会システムを構築する
ための実証プロジェクトであり、生活者の行動動線に
沿った生活圏全体でのエネルギーの最適化と低炭素交通
システムの構築をめざすものです。
　当社グループは、この実証プロジェクトを通じて、電車
やバスの利用促進やP&R（パーク&ライド）の推進など、
低炭素交通システムの構築に向けた取り組みを行ってい
ます。

　ポスターや広報誌、環境イベントなどを通じて当社の
環境活動を広くご理解いただけるよう努めています。今
年度も引き続き、節電に関するPRポスターを掲示し、当社
内への呼びかけを広めています。
　また、「名鉄でんしゃまつり」では会場内で当社の環境
活動を紹介したほか、エコ教室やクイズラリー形式で楽し
く環境について学ぶ企画を実施しました。今後も地域の
皆さまと環境について考える活動を進めてまいります。

環境コミュニケーションの推進

沿線での清掃奉仕活動

「名駅をきれいにする名鉄グループの会」の清掃活動

節電ポスター
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　「パーク＆ライド」とは、会社や学校などの目的地に、直接クルマで行くのではなく、最寄りの駅やバス停近くの駐車場にク
ルマを停めて、鉄道やバスに乗り換え、目的地に向かう移動方法のことです。

■パーク＆ライドのメリット
渋滞する場所に行く前に乗り換えるので
・環境負荷を低減できる
・運転でイライラせずに済む
・鉄道や地下鉄で予定時間までに確実に早く着ける
・目的地で空き駐車場を探し回らなくて済む
・都心や観光地の中心部の割高な駐車料金を
払わなくて済む

「パーク＆ライド」で環境にやさしく！

名古屋鉄道では、パーク＆ライドに適した駐車場を
沿線に約2万2,300台分用意しています。

環境にやさしい移動、
あなたも始めてみませんか？

電車
バス

P
STATION

目的地：
都心や観光地

パーク＆ライド駐車場

エコ・プラン行動指針4 環境法令の遵守

カネミ油症事件に端を発し、製造が禁止された絶縁油
「PCB」は、変圧器や整流器、蛍光灯の安定器等で多く使
用されており、機器の使用中止後も専用の処理施設以外
での廃棄処分は認められていません。
　当社でも柱上トランスや、車両、ビルの電気室などで
PCB使用の電気機器があり、使用後は厳重に保管をして
います。平成20年1
月に当社の廃棄物の
処理が始まり、法で
決められた処理期限
（平成28年7月）まで
に完了する予定です。

PCB廃棄物への対応について
　従業員一人ひとりが環境問題や環境法令に対して正し
い認識を持つことが、活動の基礎として最も重要であると
考え、全従業員に対して、定期的に環境教育を実施してい
ます。（新規採用時、入社10・20年経過時等）

環境教育

■平成23年度  環境教育（研修）受講者数

改正省エネ法への対応について
　名古屋鉄道は、平成18年4月に改正された省エネ法に
基づき、特定輸送事業者として、鉄道事業に係る省エネル
ギー計画書および毎年のエネルギー使用量の報告を行っ
ています。
　また、平成21年4月に改正された省エネ法に基づき、平
成23年度分の当社全体のエネルギー使用量を届出てい
ます。

新入社員研修
入社10・20年次研修
合計

87名
289名
376名

PCB廃棄物の搬出作業

国府宮駅前パーキング
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　2012年6月から2013年3月の期間中、毎週月曜から金曜8:46～8:51にZIP－FMにおいて、名鉄グループ提
供のラジオ番組「ECO STATION」を放送しています。番組内では、月曜日から木曜日は、リスナーの皆さまから
寄せられた環境に関する素朴な疑問にお答えしながら、日常の中に隠れている“エコ”について紹介します。金曜
日は、「名鉄沿線おでかけマガジン『ＷＩＮＤ』」で紹介している駅周辺の情報について紹介します。

　名古屋鉄道では、平成18年6月から環境にやさしい鉄道の利用促進をＰＲするキャンペーン「電車で、
ECO MOVE。」を展開していますが、その一環として、本年で第５回目となる「名鉄エコプロジェクト2012」
を2012年5月20日～2013年3月31日まで実施しています。
　このプロジェクトは鉄道の環境優位性および名鉄グループの環境への取り組みをご理解いただくととも
に、環境に対する意識を高めていただくことで、名鉄沿線の豊かな自然や風景を守り、次世代につないでいく
ことを目的としています。

　平成20年の運行から今回で5代目となるエコムー
ブトレイン。今回のテーマは沿線の動植物たちと一緒
に、みんなでエコについて考えて、発見することをイ
メージしたデザインを施しています。車内には、名鉄
グループの環境へ
の取組みや、エコに
ついての情報を分か
りやすく紹介したポ
スターを掲示してい
ます。

“エコムーブトレイン”の運行

名鉄グループ提供ラジオ番組「ECO STATION」の放送

1

2
エコムーブトレインデザインエコムーブトレイン車内ポスター掲出の様子

名鉄エコプロジェクト
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鉄道を利用すること、それは地球温暖化防止への近道です。

「電車で、ECO MOVE。」始めてみませんか？
　地球環境への問題意識が高まる中、皆さまが普段心が
けている「エコ活動」にはどのようなものがあるでしょう
か。エコバッグを持ち歩き、レジ袋を断ったり、電気をこま
めに消したり、家電製品を省エネタイプのものに買い替え
たり、いろいろな活動が思い浮かぶと思います。

　しかし、身近な「エコ活動」の一つ
に「鉄道を利用すること」が非常に有
効であることをご存知でしょうか。
地球温暖化の原因といわれる二酸
化炭素の、国内で排出される約2割
は人や物の移動に関わる運輸部門

によるもので、そのうちのほぼ半分がマイカーによるもの
です。一方で、一度に多くの人を運ぶことができる鉄道は、
そのわずか3％にすぎません。さらに、1人を1km運ぶ際に
排出される二酸化炭素量を比較しても、鉄道はマイカーの
約９分の１となり、鉄道を利用することがいかに環境にや
さしい移動手段であるかをお分かりいただけると思いま
す。マイカーの環境性能は日々向上していますが、その保
有台数の多さが地球環境へ大きな負荷をかけています。
　名古屋鉄道では、電車で移動するという行動そのもの
が、環境にやさしい行動であることをもっと知っていただ
きたいという思いから、平成18年6月から「電車で、ECO 省エネルギー車両（3300系）



　平成24年11月7日～10日（予定）に開催される「～環境・安全・モノづくり～」をテーマとした日本最大級の異
業種交流展示会「メッセナゴヤ2012」（於：ポートメッセなごや）に当社及びグループ3社で共同出展します。当
社グループの環境に対する取り組みや、環境関連商品やサービスの紹介･販売促進をすることにより、｢環境にや
さしい名鉄グループ｣をＰＲします。

メッセナゴヤ2012出展（予定）

　夏休みに小学校高学年～中学1年生の子どもたちを
対象として、1泊2日の体験型の本格的環境学習プログ
ラム「日本モンキーセンタースーパーサマースクール」
を3回にわたり開講しました。
　毎回大勢の子どもたちが東京・大阪・名古屋から参
加し、レクチャーやオリジナル「サルとヒトの進化図鑑」
づくりを通じて霊長類学を学び、飼育体験、石器づくり
と石器を使った調理体験、夜の動物園探険などを体
験。サルを通じて進化や生物多様性について学びまし
た。

4

「日本モンキーセンター スーパーサマースクール」の開催3

メッセナゴヤ2011イベント風景

レクチャー風景
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「ecology（環境）」の頭文字「e」をベースに、環境保全の象徴として誰もが認
識できる「地球」をデザインの中心に据えています。 親しみやすい「笑顔の電
車」が、弧を描きながら上昇していくさまは、鉄道事業の躍動感とともに、環
境にやさしい移動手段としての使命の永続性を表現しています。 遠目には、
地球のまわりをコトコト走り続ける、人にも環境にもやさしい電車を連想さ
せ、鉄道事業と環境との調和を、柔らかに、かつ明快に示しています。

「エコムーブマーク」デザインのコンセプト

鉄道

営業用バス

自家用自動車

100500 150 200出典：「運輸・交通と環境2011年版」
（g-CO2/人キロ）

18

48

165

MOVE。」キャンペーンを展開しています。“ECO MOVE
（エコムーブ）”とは、電車を使って「環境にやさしい移動を
しよう」「環境にやさしい行動をしよう」というメッセージ
を込めた当社オリジナルのエコキャッチフレーズです。

キャンペーンを象徴する「エコムーブマーク」を定期乗車
券や当社発行のパンフレット類、また社員の名刺に印刷す
るなど、皆さまの身近なエコ活動の一つとしての鉄道利用
を呼びかけています。

1人を
1km運ぶ際に排出する
二酸化炭素量 （平成21年度）



環境負荷データ
　事業活動において、電力をはじめとしたエネルギーや資源を消費し、温室効果ガスや廃棄物を排出しています。
これらの環境負荷をINPUT・OUTPUTとして把握し、環境負荷を低減する活動につなげています。

・名古屋鉄道㈱のみの数値。　　・数値は、切り下げて表示。　　・産業廃棄物の数値には、乗車券類の数値を含まない。
・二酸化炭素排出原単位の算定は地球温暖化対策推進法に基づく「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」に準拠。

電気
456百万kWh

都市ガス
389千m3

CO2

紙（A4換算）
5,780千枚

熱
40,670GJ※

ガソリン
152千ℓ

灯油
161千ℓ

軽油
99千ℓ

水
403千m3

プロパンガス
23千m3

A重油
242千ℓ

リサイクル率

100%

OUTPUT

INPUT

CO2
212千t－CO2

一般廃棄物
2,925t

乗車券類
27ｔ

産業廃棄物
918t

リサイクル率

88%

リサイクル率

63%

※GJ（ギガジュール）とは、仕事量、熱量および電力量の単位であるJ（ジュール）の109倍に相当します。

うち

リサイクル
27ｔ

リサイクル
1,831ｔ

うち

リサイクル
808ｔ

うち
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環境会計
　環境保全への取り組みを、投じたコストやその効果への両面からできるだけ定量的に把握し、効率的かつ効果
的に環境活動を行うため、環境会計を導入しています。
　平成23年度の環境保全のための投資額は7億12百万円、費用額は4億3百万円でした。新型車両の導入・電
気設備の改良等による省エネルギー化、環境教育やイベントを通じた啓蒙など、環境保全に対して積極的な活動
を行いました。今後も環境保全コストの管理やその効果の分析を行うことにより、より一層効果的な環境保全活
動に取り組んでいきます。

（単位：千円）

（単位：千円）

主たる事業活動で生じた廃棄物のリサイクルまたは使用済み製品等のリサイクルによる事業収入

省エネルギーによるエネルギー費用削減

省資源またはリサイクルに伴う廃棄物処理費用の削減

収 入

費 用

金　額効果の内容
102,972

69,648

3,588

176,208合　計

◯集計期間：平成23年4月1日～平成24年3月31日
◯集計範囲：名古屋鉄道㈱の事業範囲
◯確実に把握が可能で、環境目的が高い項目を計上
◯金額は税抜き、千円未満を切り捨てて表示
◯環境省「環境会計ガイドライン」および（社）日本民営鉄道協会「民鉄事業環境会計ガイドライン」に準拠
◯事務用品におけるグリーン購入費用は全額計上
◯費用に減価償却費は含まず

費用額投資額内　容

内
訳

（１）事業エリア内コスト

（２）上・下流コスト

（３）管理活動コスト

（４）社会活動コスト

グリーン購入

廃棄物処理・処分、廃棄物のリサイクルなど

人件費、会議費、ＩＳＯ活動維持費、環境教育費用、
環境報告書の作成、イベント費用など

環境保全を行う団体への支援など

騒  音  対  策：ロングレール化、ＰＣマクラギ化、
 レールの重量化、防音車輪導入など

水質汚染対策：排水･汚水処理設備の設置、改修など

新型車両の導入、ICカードの導入、き電線改良、
シリコン整流器更新、ＶＶＶＦ制御化など

①公害防止コスト

②地球環境保全コスト

③資源循環コスト

環境保全コストの合計

712,327

277,564

434,763

0

0

0

0

712,327

404,051

244,042

17,660

70,715

44,053

26,773

806

404,051

指標の値（量） 指標の分類
環境保全効果を示す指標

効果の内容

③事業活動から算出する財・サービスに関する効果

②事業活動から排出する環境負荷
および廃棄物に関する効果

使用済み乗車券の
リサイクルによる
廃棄物抑制量

（２）上・下流で生じる環境保全効果
　  （上・下流効果）

（３）その他の環境保全効果 ④輸送その他に関する効果

①事業活動に投入する資源に関する効果

（１）事業エリア内で生じる環境保全効果
　  （事業エリア内効果）

鉄道電力

太陽光発電

水道水

5,389,435kWh

963kWh

11,720m3

27t

̶̶ ̶̶

̶̶ ̶̶

■環境保全コスト

■環境保全効果

■環境保全対策に伴う経済効果
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山本社長による職場巡回

　平成18年10月に「鉄道安全管理規程」を定めて安全管理体制を強化するとともに、「安全に関する基本方針」
および「安全重点施策」を策定し、会社が一丸となって安全性の向上に努めています。

　社長や安全統括管理者をはじめとする役員は、定期的
に職場巡視を実施し、輸送の安全確保の取り組み等につ
いて確認するとともに、現業職場の会議に出席し、意見
交換を行うなど、現場とのコミュニケーションを確保し
ています。

【安全に関する基本方針と安全重点施策】

鉄道事業にとって、一番大切なものは「安全の確保」です。
お客さまの信頼に応えるべく、日々努力し、安全・安心・安定輸送を追求しています。

安全への取り組み

地域の皆さまに、安心、快適を提供し
地域社会の発展に貢献します。

社会活動報告

会社一丸となって、安全・安心・安定輸送と快適な
サービスを提供することにより、地域社会の発展
に貢献していきます。

事業の推進に当っては、安全の確保をすべてに
優先させます。
法令・規則を遵守し、高い倫理観を持って
事業活動を行ないます。
安全意識を高く持ち、社会の変化に対応した体制を
つくります。
事故が発生した場合は、一致協力して
お客さまの安全を第一に行動します。
常に安全に関する知識・技能の習熟に努めます。
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安全に関する基本方針

有責事故の撲滅を目指し、ヒュー
マンエラー・施設故障の削減

安全に関する情報を共有し、異常
時対応力の向上

教育・訓練の充実と安全関連設備
の整備継続

各部署は、安全重点施策に基づき、部署ごと
の業務内容にあわせた具体的目標を作成し、
取り組みを行っています。

平成24年度  安全重点施策

【安全管理体制】
経営トップによる現業職場とのコミュニケーション確保
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　社長を最高責任者とし、安全統括管理者、鉄道事業本
部長、運転管理者、運転保安部長、乗務員指導管理者お
よび関係部長などの役割を明確にした安全管理体制を
構築しています。
　安全対策委員会は、輸送業務の実施および管理の方法
を確認し、事故の再発防止対策等、安全性の向上を図る
ための施策を推進しており、年1回以上開催しています。

■安全管理体制図

安全管理体制

■防護無線
防護無線は、列車が事故などの緊急時に、近くにいる他

の列車に警報を無線で発報するもので、乗務員が防護無線
装置のボタンを押すと、付近を走行中の列車に警報が列車
無線を通じ発信されます。この警報を確認した列車は直ち
に停車します。名古屋鉄道では、防護無線の搭載を進めて
おり、平成23年度末現在の搭載率は96.7％です。

■ATS（自動列車停止装置）
ATSは、列車が信号または曲
線などで、設定された制限速度
を超えて通過すると自動的に非
常ブレーキが作動する装置で
す。

■非常通報器
非常通報器とは、ボタンを
押下することにより列車内
で非常事態が発生したこと
をお客様から乗務員へブ
ザーで知らせる装置です。新
しいタイプの非常通報器は
乗務員と通話する機能を備
えており、どのような異常な
のかを乗務員に伝えること
ができます。

■車両の検査
車両の保守については、7ヵ所の検査場・検車区におい

て定期的に検査を行い、安全運行に努めています。また、車
両の脱線防止対策として、車輪にかかる重量バランスを測
定し、安定した走行ができるよう厳密に管理しています。

【安全性向上対策】
列車の安全対策

ATS地上装置

ATS車上装置

尾張旭検車区

列車無線の送受話器

防護発報のボタン

社　　長

安全統括管理者 鉄道事業本部長

安全統括部長 計画部長

安全対策委員会

取　締　役　会

運
転
管
理
者

人
事
部
長

事
業
企
画
部
長

電
気
部
長

車
両
部
長

土
木
部
長

支

配

人

運
転
保
安
部
長

乗務員指導管理者
（乗務区長）
（幹事駅長）

会社の組織体制における
指示・命令

安全管理規程に定められて
いる統括・助言

17

安
全
へ
の
取
り
組
み

名鉄グループ 環境・社会報告書 2012

社
会
活
動
報
告



■列車非常通報装置
ホームからの転落時などに、お客さまや駅係員が駅構内

に設置したボタンを押すと、表示装置により列車の乗務員
に駅構内で異常があることを知らせます。平成23年度は6
駅に設置し、これにより計108駅に同装置が設置されまし
た。今後も順次導入を進め、平成25年度までには120駅に
おいて設置する予定です。

■転落検知装置
乗降車時にお客さまが列

車とホームの隙間から転落さ
れた場合に、ブザーの鳴動お
よび表示装置により列車の
乗務員に異常を知らせます。
現在3駅に設置しています。

■車両転落防止幌
ホームから車両連結部へ

の転落防止を図るため、車両
固定連結部の車体側面に設
置を進めています。平成23年
度末現在で305編成中247
編成に設置し、整備率は
81.0％です。

道路に張り出す形で
設置するせん光灯を
オーバーハングせん光
灯といいます。遠くか
ら踏切に接近する自動
車に対して、視認性を
向上し警告することが
できます。

■光るしゃ断桿
交通量の多い踏切の

しゃ断桿に、超高輝度
LEDを取り付け、警報
開始と同時に点滅させ
ドライバーに注意喚起
しています。

■線路の保守
保線業務は安全輸送の要であり、定期的に線路巡視を行

い、線路の状態を点検・確認して適正な線路状態を保って
います。また、レール探傷やレール削正、道床のつき固めな
ど安全のための線路の保守を行っています。

駅の安全対策

■踏切障害物検知装置
踏切内での落輪や停滞などによる踏切事故を防ぐため、

交通量の多い主要踏切を中心に踏切障害物検知装置を設
置しています。しゃ断桿が降下を完了してから、踏切内に
何らかの障害物があると検知した場合、表示装置により列
車の乗務員に異常があることを知らせるとともに、連動す
るATSを作動させます。

踏切・線路の安全対策

ホームから転落したお客さ
まを見受けられたときなど、
列車に危険を知らせたいとき
は、ホームに設置されている
非常通報ボタンを押してくだ
さい。

お客さまへのお願い

　警報機が鳴り出したら、絶対に踏切を渡らないで
ください。万一、車が踏切内に閉じ込められたら、車
でしゃ断機のさおを押し出して、急いで踏切の外へ
脱出してください。

お客さまへのお願い

■オーバーハングせん光灯

安全への投資
　当社では、安全関連設備投資として、平成23年度は84
億円を投資しました。24年度も引き続き、知立駅付近をは
じめとした高架化工事のほか、安定的な列車運行と事故・
災害時対応力のさらなる向上のため鉄道センタービルの
建設工事を進めるなど約103億円を予定しています。今
後も、安全･保安対策、車両の新造、土木・電気施設の改良、
踏切保安設備の新設・改良などを計画的に実施し、さらな
る安全性の向上を推進します。

平成23年度（実績）

安全関連
設備投資

その他の
設備投資 計

平成24年度（計画）
84億円
103億円

7億円
7億円

91億円
110億円

列車非常通報ボタン
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自然災害への対策
■降雨対策
降雨時における土砂崩
壊などによる運転事故を
未然に防止するため、沿
線主要駅に自動雨量計を
設置し、計測された雨量
を基に列車の運転に関す
る規制を行っています。
自動雨量計は、現在25ヵ
所に設置しています。

■強風対策
台風、低気圧接近時な

ど強風による運転事故を
未然に防止するため、沿
線の橋りょう、高架部付
近に風速計を設置し、計
測された風速値を基に列
車の運転に関する規制を
行っています。風速計は、
現在12ヵ所に設置して
います。

■地震対策
地震が発生した場合に

おいて、沿線9ヵ所に設
置した地震計で計測され
た地震加速度を基に列車
の運転に関する規制を
行っています。震度4相
当（25ガル）以上の場合、
列車無線を通じ、各列車
に対して自動的に停止指
示を通報します。

■早期に地震を警告するシステムの導入
大規模地震発生時の被害を防止あるいは軽減するための

システムを平成19年10月に導入しました。これは、気象庁
から配信される「緊急地震速報」を受け、社内システムで演
算した結果、震度4相当以上の地震が沿線で発生すると予
測した場合は、列車無線を通じ、各列車に対して自動的に
停止指示を通報するものです。

緊急時対応訓練
■災害事故総合復旧訓練
緊急時に対応できるようさまざまな訓練を実施していま

す。平成23年度は、大江駅～東名古屋港駅間において、踏
切障害事故を想定した旅客避難誘導訓練及び列車脱線事
故復旧訓練を実施し、225人の社員が参加しました。

鉄道テロ対策

■不審物発見時等のご協力のお願い
ポスターや列車内の電光表示器での
掲示、また駅構内・車内放送等により不
審物発見時等の情報提供をお願いして
います。

■防犯カメラの設置
テロ防止を視野に入れた防

犯カメラについては、名鉄名
古屋駅などに設置していま
す。また駅集中管理システム
導入駅にも、駅務機器管理用
の監視カメラを設置してお
り、防犯目的としての使用が
可能です。

■「目に見える」巡回警備
　主要駅に警戒腕章を配布
し、係員が警戒巡回等を実施
する際に着用することによっ
て、テロの抑止効果を高めて
います。

自動雨量計

地震計

風速計

旅客避難誘導訓練

列車脱線事故復旧訓練
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　株主の皆さまをはじめ、広く地域社会から信頼されるグループ経営を行ううえで、公正かつ透明性の高い体制
の確立が重要と考え、一般株主と利益相反が生じるおそれがない独立性の高い社外取締役および社外監査役を
選任し、監査役会設置会社としてのコーポレート･ガバナンス体制を構築しています。

【コーポレート・ガバナンス】

■取締役会
取締役会は、社外取締役１名を含む16名の取締役で構

成され、原則として毎月１回開催し、経営上の意思決定事
項や法定付議事項の審議、職務の執行状況等の報告のほ
か、グループ各社の経営政策および経営状況の報告を随
時行っています。

■監査役会
監査役会は、社外監査役３名を含む５名の監査役で構

成され、監査の方針、監査計画および職務の分担等を定
め、各監査役はそれらに従い、取締役の職務執行、当社各
部門および事業現場の監査を行い、さらに必要に応じて当
社のグループ会社の調査を行っています。

　社外取締役は、経営者の説明責任の確保などを踏まえ取締役会で適宜発言するなど、実効
性ある監督機能の充実に取り組み、社外監査役は常勤監査役と協同して内部監査・内部統制
部門および会計監査人と意見交換を行うほか、必要に応じて業務監査を実施するなど、効率
的な監査業務に取り組んでいます。

株主総会

グループ
会社

監査役
スタッフ

■コーポレート・ガバナンス体制図

取締役16名（うち社外取締役1名）

取締役会 監査役会

各事業部門

選任・解任

選定・解職・監督

業務執行

代表取締役

業務執行取締役

企業倫理委員会

リスク管理委員会

安全対策委員会

監査

監査

監査

統制

通報 通報

連
携

連
携

連携

グループ
統制

関係部署

会計監査 会計監査人

監査役5名

（      ）うち社外
監査役3名

内部監査
担当部署

（      ）企業倫理
ヘルプライン
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ルールを遵守し、社会規範に従い、高い倫理観を持って責任ある行動をします。また、万一、この方針に違
反するおそれがあるとき、違反する行為をしたとき、または違反する行為を発見したときは、直ちに上司
や関係者に報告し、適切な措置をとります。

ルールの遵守（法令遵守の徹底）1

安全の確保はすべてにおいて優先します。全社をあげて、絶えず安全が阻害されていないかどうかを監視
し、安全性の向上に努めます。

安全の確保2

　名鉄グループでは、地域社会からの信頼を得ることを基本姿勢とし、誠実かつ公正な事業活動を行うことによ
り、社会の発展に貢献していくことを目標としています。そのために、「名鉄グループ企業倫理基本方針」を策定
し、5つの基本方針と22項目の行動指針を定め、私たちの役割と責任を明確にしています。

【コンプライアンス体制】

基
本
原
則

名
鉄
グ
ル
ー
プ
企
業
倫
理
基
本
方
針

お客様、株主、地域社会などすべての会社関係者に対し、誠実かつ公明正大に接し、透明性のある事業活
動を行います。

公正な事業活動3

広く社会とのコミュニケーションを行うとともに、企業情報を積極的に発信し、開かれた会社を目指します。
積極的なコミュニケーション活動4

人権を尊重するとともに、良き企業市民として、社会貢献・環境保全活動などに積極的に取り組みます。
人と社会の尊重5

■企業倫理（コンプライアンス）に対する社内体制
社長、副社長及び関係役員で構成される企業倫理委員会が、企業倫理に関する基本方針や施策を決定し、万一、不祥事

が発生したときは迅速に情報を収集して状況の把握に努め、その原因を究明して再発防止策を決定します。また、企業倫理
担当役員が当社のコンプライアンス全般を統括しています。

■企業倫理ヘルプライン（コンプライアンス相談窓口）
不正・違反行為の未然防止や早期対処、再発防止のため、従業員等から直接相談・報告を受け付ける「企業倫理ヘルプラ

イン」を設置しています。社内外の窓口を設け、匿名通報も可能な体制で運用しており、通報者の相談しやすい環境を整備
しています。

■内部監査体制
内部監査担当部署として、グループ監査部を設置しています。グループ監査部は、当社およびグループ各社に対して内

部統制やリスクマネジメントなどの観点から監査を実施し、その検証結果を経営者に対して報告するとともに問題点の改
善・是正を提言しています。また、監査役ならびに監査法人との相互連携を図り、監査機能の充実に努めています。
　財務報告に係る内部統制については、平成20年度より義務づけられた金融商品取引法の内部統制報告制度に基づき、
内部統制の有効性評価を実施し統制状況の維持、向上に努めています。その結果、当社グループの財務報告に係る内部統
制は有効であるとする内部統制報告書を金融庁へ提出しています。

企業倫理委員会

企業倫理担当役員

事務局（総務部）

関連会社への企業倫理の
指導・教育等

（事業企画部）

企業倫理ヘルプライン
コンプライアンス監査
（グループ監査部）

情報開示
（秘書広報部）

企業倫理に関する事項
コンプライアンス・リーダー
に関する事項（総務部）

研修・教育等
（人事部・計画部・総務部）
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　名鉄グループ企業倫理基本
方針に定められた基本原則や
行動指針についての具体的な
事例をマンガで解説した「企
業倫理行動マニュアル」を全
従業員に配布し、従業員のコ
ンプライアンス意識の向上を
図っています。

名古屋鉄道ではネットワークコンピュータ上に保管・保存されている情報及びコンピュータ、ネットワーク等の情報シス
テムを会社の重要資産と位置付け、社内外からの情報資産に対する侵害、社内からの情報資産の流出及び不正使用を防止
するための「情報セキュリティポリシー」を定めています。また個人情報の重要性を認識した上で、その適切な利用及び管理
を社会的責務と考え「個人情報保護規則」を定めています。
　そして、これらの規則に基づき情報資産及び個人情報を保護・管理する情報セキュリティマネジメントを実施する組織と
して「情報セキュリティ委員会」を組織し、会社の利益及び対外的信用の維持に努めています。

○企業倫理行動マニュアルの配布

○コンプライアンス研修の実施

　各職場ごとにコンプライアンス責任者とコンプライア
ンス・リーダーを任命し、職場内での働きかけや相談等を
通して、コンプライアンス意識の浸透に努めています。

○コンプライアンス責任者、
コンプライアンス・リーダーの任命

　役員、管理職、コンプライアンス・リーダー、新入社員等
を対象に弁護士等の外部講師や総務部法務担当等による
階層別の研修を実施し、コンプライアンス意識の定着を
図っています。

情報セキュリティ委員会

■主なコンプライアンス活動

■情報セキュリティ

設備面ではセキュリティ対策と冗長化を目的とした名鉄グループ共通のネットワーク基盤を構築しています。ここで名
鉄グループ各社向けの各種シェアードサービスや、名鉄グループ各社が安全にインターネットを利用するための接続サー
ビスを提供しており、情報セキュリティ上の脅威から名鉄グループの情報資産を守るため、グループ各社の加入を推進し
ています。

■グループ共通基盤

情報セキュリティポリシー

情報セキュリティ責任者

情報セキュリティ管理者

情報セキュリティリーダー

個人情報保護責任者

個人情報保護管理者

個人情報取扱者

各部署 個人情報取扱部署

個人情報保護規則

情報セキュリティ

責任者

管理者

リーダー/取扱者

個人情報保護
①情報セキュリティに関する安全管理計画の策定・推進
②機密情報の必要性の判断

①個人情報保護に関する安全管理計画の策定・推進
②個人情報の必要性の判断

情報セキュリティに関する指導
①個人情報取扱台帳の運用
②個人情報記載文書等の施錠管理

①機密情報の特定･把握及び必要性の判断
②情報セキュリティに関する安全管理計画の実施
③情報セキュリティリーダーの指揮･監督

①個人情報の特定・把握及び必要性の判断
②個人情報保護に関する安全管理計画の実施
③個人情報取扱台帳の整備
④個人情報の処理を委託する第三者の選定基準の設定
⑤個人情報取扱者の指揮・監督
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■平常時のリスク管理体制
平常時のリスクの予防及び軽減措置のためグループ全

体のリスク管理を統括する機関として「リスク管理委員
会」を設置しています。また、特定のリスクについて具体的
対応策を検討する「テーマ別リスク委員会」を設置し、迅速
かつ適切にリスクに対して対策を講ずる体制を構築して
います。

■緊急事態発生時の危機管理体制
万が一、緊急事態が発生した場合にも、的確かつ迅速な

対応を行うため、地震や風水害、テロ・火災、新型インフル
エンザなどを対象に、リスクごとに危機管理体制を定めて
います。

リスク管理体制
■リスクの洗い出しと把握
事業の継続と安定的な利益の確保による発展を阻害す

るリスクを的確に把握するため、名鉄グループ全体でリス
クを洗い出し、リスクの発生頻度と影響度を分析したリス
クマップを作成しています。
リスクマップはリスク管理委員会で集約・把握のうえ、

リスクの中から優先的に対策に取り組むべき重要なリス
クを選定し、対策の推進に取り組んでいます。

■BCPの策定
名古屋鉄道では、当社事業地域において大規模災害が

発生した場合、社会的責任の完遂のため、鉄道輸送を最優
先に、各事業の速やかな復旧と事業の継続を図ります。そ
のために、「事業継続基本方針」を定め、この基本方針に基
づき「事業継続計画（BCP）」を策定しました。
　また、「中期経営計画～PLAN120～」では、重点テーマ
として「グループの核である交通事業の強化」を掲げてい
ます。今後は、グループ全体の危機管理体制強化のため、
交通事業を手始めにグループ各社のBCP策定に対し、積
極的に取り組みます。

リスク管理の取り組み

名鉄グループの事業を取り巻くさまざまな「リスク」の把握に努め、平常時から、可能な限り損失発
生の未然防止、軽減措置を講じます。

平常時の予防及び軽減措置1

緊急事態発生時においては、組織の機能を維持し、損害の拡大を防ぐとともに、迅速な復旧を可能
にします。

緊急事態発生時の適切かつ迅速な対応2

基
本
目
的

行
動
指
針

　名鉄グループは、事業の継続と安定的な利益の確保による発展を阻害するさまざまな要因を「リスク」ととらえ、
それらを的確に管理していくことを経営の最重要課題の一つとして位置づけ、「名鉄グループリスク管理基本方
針」を策定し、基本目的および行動指針を明確にしています。

【リスク管理体制とリスク管理の取り組み】

私たちは、会社関係者（お客様、株主、地域社会、取引先など）の安全、健康及び利益を損なわないよ
うに活動します。

2

私たちは、従業員などの会社構成員の安全及び健康を損なわないように活動するとともに、経営資
源の保全を図ります。

3

私たちは、より高い公共性と社会的責任が求められている事業者として、安全の確保を最優先します。1

私たちは、災害・事故などで被害を受けた場合にも、事業または業務を中断させないように備える
とともに、万一、中断したときには、迅速に復旧させることにより、事業者としての社会的責任を果
たします。

4

私たちは、リスクが顕在化した際には、責任ある行動をとるとともに、再発防止のために最善の努力
をします。

5

基
本
方
針

名
鉄
グ
ル
ー
プ
リ
ス
ク
管
理

テーマ別リスク委員会
・安全対策委員会
・情報セキュリティ委員会
 など

各部署
リスク管理推進責任者
リスク管理推進担当者

連結子会社の
リスク管理委員会
※一部の会社は他の会議体

活動・報告
リスク管理委員会
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CS向上活動の推進
　お年寄りやお体の不自由なお客さまにも快適にご利
用いただけるよう、「サービス介助士」の有資格者を主要
96駅に561名配置しています。（平成24年5月1日現在）
専用の名札を着用し、資格を生かした細かい配慮により
車いすの操作などのお手伝いを行っており、今後も順次
増員を図っていきます。

サービス介助士

　平成16年10月、お客さまへのサービス向上を図るた
め、「名鉄お客さまセンター」を開設しました。お客さまから
の各種お問合わせに対し迅速かつ適切に対応することはも
ちろん、お寄せいただいたご意見・ご要望等から、問題点や
課題を抽出し、サービス向上や業務改善に生かしています。

名鉄お客さまセンター

名鉄お客さまセンター   TEL 052-582-5151
営業時間　平日8:00～19:00

土・日・休日および年末年始8:00～18:00

名古屋鉄道は、皆さまに安心してご利用いただける人にやさしい鉄道づくりをめざし、
駅施設等ハード面の改良とともにソフト面でのバリアフリー化にも取り組んでいます。

お客さまとのかかわり

　多様化するお客さまのニーズに的確にお応えし得る
接客サービスを提供するため、CS向上活動を積極的に
展開しています。鉄道事業本部長を委員長とするCS推
進委員会のもと、支配人室にCS推進担当者、各幹事駅・
乗務区にCS推進専任者ならびCS推進委員を配置し、本
社から現場の第一線まで一体となって活動しています。
　本社および現場スタッフで構成される拡大CS推進委
員会では、外部講師によるCS講演会を実施するほか、接
客場面を想定した接客応対事例発表（ロールプレイン
グ）など、CSを多面的に捉えた催しを通して全社レベル
の向上につなげています。

　平成22年度に国土交通省より告示された、「移動等円
滑化の促進に関する基本方針」の改正により、整備対象
駅の基準が1日平均乗降人員5,000人以上から3,000
人以上へと改められたため、当社の対象駅は平成23年
度実績では132駅とな
りました。
　当社はこれまで「バ
リアフリー化5ヵ年計
画」などを立てて、計画
的にバリアフリー化に
取り組んできたことも
あり、平成23年度末時
点では整備対象駅に対
して約92%の駅で実
質的に段差解消を達成
しています。

バリアフリー対策

名
鉄
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

お
客
さ
ま

駅
・
乗
務
区

本
社
・
所
管
部
署

■ご意見等の受付・回答の流れ

ご意見等

状況報告

回答案

内容により回答

調査・指導・業務改善

ご意見
等

状況
報告

報告・
回答確認

調査・
照会回答

回答

接客応対事例発表（ロールプレイング）

エレベーター

多目的トイレ

ワイド型（車いす対応）改札機
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　電車内や駅でのお忘れ物を照会できる「遺失物管理シ
ステム」を、名鉄お客さまセンターや有人駅に導入してい
ます。駅係員がお忘れ物をお預かりした日時や場所、特徴
などをシステムに登録することにより、お忘れ物の状況
をリアルタイムで検索・把握することが可能になり、容易
にお客さまへのご案内ができるようになりました。

遺失物管理システム 「耳マーク※」の駅窓口への掲出

　東岡崎駅、名鉄名古屋駅、金
山駅、神宮前駅、中部国際空港
駅、鳴海駅、犬山駅、太田川駅の
計8駅にAED（自動体外式除細
動器）を計14台設置していま
す。設置駅にはAEDの取扱いの
研修を受けた駅係員を配置し
ています。

「AED」の設置

　健康増進法の施行に伴い、受動喫煙の防止を図るた
め、全駅で駅構内の終日全面禁煙化を実施しています。

駅の禁煙化

　お客さまに駅をスムーズにご利用いただくため、駅の案内表
示類は「ユニバーサルデザイン」の考え方に沿った、ピクトグラム
表示、外国語表記での整備を積極的に進めています。
　特に、名鉄名古屋駅、金山駅、中部国際空港駅などでは、５カ国
語（日本語、英語、中国語、韓国語、ポルトガル語）の案内表示や駅
名をアルファベット順に並べた運賃表を整備し、外国からのお客
さまにもご利用いただきやすい駅の案内表示を行っています。
　また、駅掲出用時刻表は「カラーユニバーサルデザイン」に配
慮した数字のデザインや背景色を採用しています。
　今後も、お客さまの視点に立ち、多くのお客さまに情報が伝わ
るように掲出方法に工夫をしながら、便利でご利用いただきや
すい駅を実現してまいります。

見やすい案内表示の実施

　列車運行情報をお客さまに迅速にお伝えできるよう、平
成20年5月から「運行情報メール」配信サービスを開始し
ました。これは、運行支障等によ
り当社のホームページに「運行
情報」が掲出されたことを、お客
さまの携帯電話等にメールでお
知らせするものです。これによ
り、お客さまが駅にお越しいた
だく前に電車の運行状況を把握
できるような環境整備の充実を
図っております。

　耳の不自由なお客さまに安心して鉄道をご利用いただ
くため、駅の窓口に、「耳」をデザインした「耳マーク」のス
テッカーを掲出し、筆談等によ
る案内を積極的に実施してい
ます。
※「耳マーク」は、（社）全日本難聴者･中途
失聴者団体連合会が、耳の聞こえない人々
の存在と立場を社会一般に認知していただ
き、コミュニケーションの配慮などの理解
を求めていくために考案されたものです。

列車運行情報メール配信サービス

時刻表

アルファベット順に並べた運賃表

ピクトグラム
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　名古屋鉄道では、沿線の自治体と連携し、沿線にある
豊富な観光資源を生かして、沿線観光地の魅力を引き出
し、活性化する取り組みを様々に展開しています。
　具体例としては、愛知県犬山市とタイアップをして、平
成19年から沿線都市観光キャンペーンを実施していま
す。国宝・犬山城を中心とした城下町において各種イベ
ントや歩行者天国を実施するなど、地域が受入体制を整
備して観光客へのおもてなしを高める一方、当社では宣
伝活動や企画きっぷを発売し、沿線地域への送客を図っ
ています。
　また、犬山市のほかにも、愛知県半田市・常滑市、豊川
市、岐阜県岐阜市、旧東海道沿いの自治体などともタイア
ップをしてキャンペーンを実施するなど、沿線地域との
連携を拡大しています。
　平成23年秋には、新たに愛知県西尾市とタイアップ
し、「抹茶の里・三河の小京都」といわれ、歴史と文化が漂
う西尾のまちを巡っていただく「西尾の秋いっぷくキャン
ペーン」を10月1日～ 11月30日まで実施しました。
　今後も、沿線各地との連携を図りながら、沿線価値の
向上につながるキャンペーンを展開していきたいと考え
ています。

地元タイアップ誘客キャンペーンの展開
　名古屋駅地区において、街の魅力
向上に取り組む｢名古屋駅地区街づ
くり協議会｣は、平成２４年４月で設
立５年目を迎え、当初正会員２９法
人で設立された協議会が、正会員４
７法人、賛助会員３４法人（平成２４年８月現在）まで拡
大しています。名鉄グループからは現在当社のほか、名鉄
百貨店、名鉄不動産、名鉄協商、名鉄レジャック、名鉄ビル
ディング管理、電通名鉄コミュニケーションズの６社が参
加しています。
　協議会の活動内容として、昨年４月に策定した「名古屋
駅地区街づくりガイドライン２０１１」の深度化に向け、
将来的なリニア中央新幹線開通を見据えたターミナルシ
ティ形成戦略や、環境負荷低減、防災・減災対策の推進な
ど、都市価値を向上させるための様々な取り組みを実施
しています。
　取り組みの一つとして、平成２３年度環境省の「サステ
ィナブル都市再開発促進モデル事業※１」に当協議会の
提案が選定され、平成２４年３月には、「環境まちづくり
ビジョン」を策定しました。
　平成２３年10月には、国土交通省の道路に関する新た
な社会実験に「持続的な道路PPP※2の仕組みづくり社
会実験」と称した当協議会の提案が採択され、公道におけ
る民間バナー広告の掲出と、そこから得られる収益の公
共還元としての道路環境美化に取り組みました。現在も
引き続き、道路上の植栽スペースに花を植える取り組み
「おもてなし花だん」の活動を実施しています。また、毎月
1回約１５０名が参加する大規模な清掃活動も実施して
います。
　当社では将来の名駅再開発も見据え、今後も地域社会
と連携し、当協議会の活動に積極的に参画していきます。

※注１　全国各地の都市部で実施されている都市再開発において、先進的な温
暖化対策に取組む都市再開発事業者に対し、その支援を行う事業。
※注２　PPP：パブリック・プライベート・パートナーシップの略。行政と民間
が協力して公共サービスを効率的に運営すること。

名古屋駅地区街づくり協議会への参画

2012夏の犬山キャンペーン
ポスター

2011西尾いっぷくキャンペーンポスター メンズ館前の「おもてなし花だん」 バナー広告
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名鉄グループでは、事業を通じて永く社会に貢献していくため、
さまざまな場面で地域の皆さまと連携し、地域発展のお役に立ちたいと考えています。

地域社会とのかかわり



　平成21年8月から小学生を対象に、鉄道の仕事を実
際に“体験・見学”して学ぶことができる特別イベント
「たい・けん・がく！」を実施しています。参加者は、名鉄の
制服に着替え記念撮影、普段は入ることができない駅の
裏側を見学したり、車掌になりきって車内放送体験など
を行い、鉄道の仕事を身近に感じていただいています。
最近では、グループ会社とコラボして同様のイベントを
実施するなど、さまざまな仕事の“体験・見学”を通じて、
お子様の成長に役立てる取り組みを続けています。

鉄道のお仕事体験“たい・けん・がく！”の開催
　ご家族向け鉄道イベント「名鉄でんしゃまつり」を平成
24年5月に舞木検査場で開催し、約3,500名にご参加
いただきました。会場では、運転台乗車体験や「電車と綱
引き」など、名鉄電車に親しんでいただく多彩なイベント
を実施しました。またエコムーブトレイン内ではエコ教
室を開催し、当社の環境への取り組みや、鉄道の環境優
位性に関するPRを行いました。

「名鉄でんしゃまつり」の開催

運転体験

エコ教室

　沿線情報や営業情報を提供するため、「名鉄沿線おでか
けマガジンWind」を発行しています。毎月１回、9万部発
行し、名鉄沿線主要駅
で無料で配布してい
るほか、ホームページ
でもご覧いただけま
す。

「名鉄沿線おでかけマガジンWind」の発行

名鉄沿線おでかけマガジンWind

　こどもを狙った犯罪の防止や安全な地域づくりなどを
目的として、日本全国の鉄道事業者と共同で「こども110
番の駅」の取り組みを行っています。名古屋鉄道では終日
駅員配置駅で「こども110番の駅」ステッカーおよびポス
ターを掲出し、こど
もが助けを求めた場
合、駅係員はこども
を保護し、こどもに
代わって110番通
報を行うなどの対応
をとります。

「こども110番の駅」の取り組み

36tクレーンによる作業実演

駅舎見学

27

地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り

社
会
活
動
報
告

名鉄グループ 環境・社会報告書 2012



　本年3月11日に開催された「名古屋ウィメンズマラソ
ン2012」の運営サポートを行う企業ボランティアとし
て、総勢9名で参加しました。
　活動内容としては、コース（沿道）の整理やトイレへの
誘導案内などランナーをサポートするもので、地元で開
催されるビッグイベントを盛り上げようと、地域貢献活
動の一環として、今回初
めて参加しました。来年
も地域貢献活動の一環
として、また、地域の
方々との交流の機会と
して、参加していきたい
と考えております。

企業ボランティア参加

　博物館明治村は、昭和40年の開村以来、近代日本の基
礎を築いた明治時代の建造物の移築や物品の収集に取
り組んできました。約100万m2の敷地に、国の重要文化
財12件をはじめ、国登録有形文化財に指定された60余
件の建造物が保存展示され、本物ならではの文化的価値
に触れることができます。
　（財）日本モンキーセンターは、霊長類の研究、保全、教
育機関として昭和31年に設立されました。日本の動物
園では唯一の登録博物館である、附属博物館世界サル
類動物園は、約70種900頭の生きた霊長類を飼育・展示
し、生物多様性保全の面でも重要な博物館活動をユニー
クな形で展開しています。

文化財の保護
　昭和58年に、それまでの名鉄育英会を統合して財団
法人「名鉄国際育英会」を設立し、平成23年度は11人の
愛知県で学ぶ外国人留学生に対して勉学資金を援助す
る国際的な育英事業を行いました。名鉄グループは、こ
うした教育機会の提供を通じて、青少年の育成に貢献し
ています。

名鉄国際育英会

　当社では、昨年6月よりコミュニケーションスローガン「ココロをつなぐ、あしたへはこぶ。」を展開しております。
　昨年度より続けているテーマ「歴史編」の第3弾となる今回のポスターは、豊田線梅坪駅周辺の風景を写したも
ので、第1弾、第2弾と同様、過去と現在を対比したデザインとすることで、当社が長い年月をかけて街と街、人と人
をつないできたことを表現しています。
　また、当社では一人一人がスローガンの
趣旨を十分に理解し、スローガンの実現に
繋がる目標を自ら考え、宣言し、実践するこ
とを目的に、「私の“スローガン宣言書”」を
作成し、スローガンを常に意識しながら業
務に取り組むことにより、これからも地域
の皆様から愛される会社を目指してまいり
ます。

コミュニケーションスローガン展開

ボランティア参加者 施設内（Waoランド）

帝国ホテル中央玄関

奨学生参列風景

スローガンポスター（梅坪駅） スローガン宣言書
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　株主・投資家の皆さまに対し、当社の財務状況や設備
投資など、投資の判断に必要な経営情報を適時適切に開
示し、会社の状況を正しく理解していただけるよう努め
ています。
　株主の皆さまには、半期ごとに決算の概要等を記載し
た報告書を送付し、経営状況を報告しています。また、
ホームページに「株主･投資家情報」のサイトを設け、重要
な企業情報の適時適切な提供に努めています。

適時適切な情報開示
　第148回定時株主総会を平成24年6月27日に開催
し、約1,000名の株主の皆さまにご出席いただきました。
当日は、映像を交えながら、平成23年度の事業報告や連
結計算書類の説明等を行いました。

株主総会

　投資判断に重要な影響を及ぼす重要事実に関する情報
の管理および特定有価証券等に係る売買等の規制につい
て、基本的な事項を定めた「内部者取引管理規則」を制定
するなど、インサイダー取引の未然防止に努めています。

インサイダー取引の防止

　従業員一人ひとりが、やる気や働き甲斐を持って自らの
役割を高いレベルで遂行できることを目的とした「役割等
級制度」を導入しています。この制度は、組織において期待
される役割を処遇決定の中心とするもので、コース・職種
に応じて期待される役割を明確に定義し、従業員に明示し
ています。
　また、期待される役割の遂行度合いを、複数の観点から客
観的に評価し、その結果を従業員本人にフィードバックす
ることで、評価の透明性・納得性を高めるとともに、効果的
な指導や従業員のさらなるスキルアップも図っています。

人事制度 労働安全衛生
■労働安全衛生
社員一人ひとりに災害や事故がなく、健康で明るく働け

ることが、安全の確保とお客さまへのよりよいサービスの
提供につながると考え、快適な職場環境づくりに努めてい
ます。毎年、安全および衛生のスローガンを掲げ、労働安全
衛生に積極的に取り組んでいます。

■メンタルヘルス
メンタルヘルス不全者を発生させないため、また早期に
発見できるようにするために、メンタルヘルスに対する正
しい知識を身につけるための教育を実施しています。また、
メンタルヘルス不全により会社を休んでいる従業員に対し
ては、産業医および保健師が定期的に保健面談を行い、復
職に向けてのフォローアップを行っています。さらに、復職
に際して勤務配慮が必要な場合は、産業医による勤務配慮
措置により、できるだけ再発することがないような体制を
整えています。

働きやすい環境づくり
■ハラスメント対策
ハラスメントは、個人の尊厳を傷つけ、能力の発揮を妨げる

とともに、職場秩序や仕事の円滑な遂行が阻害される問題と
とらえ、ハラスメント防止のための研修や相談窓口の設置を
行い、ハラスメントのない職場環境づくりに努めています。

■コミュニケーション推進に向けた取り組み
経営者層や本社・現場スタッフとの間のコミュニケーショ

ンを図る場として、平成21年から「ふらっとミーティング」
を随時開催しております。また、本社・現場スタッフ間の
交流を図るため、駅やその周辺をボランティアで清掃する
「ふらっとクリーニング」を併せて実施するなど、会社内の
コミュニケーションの推進に努めています。

　名古屋鉄道は、従業員が担う役割に基づく教育体系を
確立し、安全輸送を遂行するため徹底した安全教育と、お
客さまサービス向上のための教育に力を入れています。
　また、各種能力向上を図るため、それぞれの役割に応じ
た社内研修や外部ビジネススクールへの派遣などを行
い、従業員一人ひとりが意欲的に能力を高め、大きな結果
を出せる実践的な支援体制を整えています。

人材育成
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名古屋鉄道では、株主・投資家の皆さまに企業経営に関する情報を適時適切に開示し、
経営の透明性を確保し、信頼される企業をめざします。

株主・投資家の皆さまとのかかわり

従業員一人ひとりが働きやすい職場づくりに取り組んでいます。

従業員とのかかわり



　豊橋鉄道グループでは、地域の皆さまから信頼され親
しみをもって利用していただくための環境づくりを継続
実施しております。今年度もグループの環境推進運動の
取り組みとして、“沿線花いっぱい運動”を実施しまし
た。この運動は、花をテーマに、豊橋鉄道渥美線沿線の遊
休地を活用し、緑化・景観整備を行うもので、田原市｢菜
の花まつり｣に合わせた
地域連携事業の一環と
して、渥美線沿線に“菜
の花畑”を整備しました。

“沿線花いっぱい運動”の実施

お問合せ
豊橋鉄道株式会社　事業部
0532-53-2134

　名鉄運輸では、CO２の削減や環境対策強化の一環として、アイドリン
グストップ車など低燃費車の導入に努めています。長距離を走行する路
線運行車には全車両エコタイヤを装着するとともに、デジタルタコグラフ
の装着を進め、ドライバーの経済走行に対する意識向上を図っています。
　また、エコドライブ研修会に乗務員を積極的に参加させ、省エネ運転の
指導を通しての燃費向上も図っています。
　一方では、グループ間での重複
配達エリアを見直し、再編を行う
ことを通して輸送効率を向上させ
ることがCO２総排出量の抑制に
繋がるため、この面でも環境負荷
軽減に努めています。

輸送効率向上による環境対策への取り組み

お問合せ 名鉄運輸株式会社　総務部　052-935-5721

お 問 合せ 濃飛乗合自動車株式会社　企画管理部　0577-32-0045お 問 合せ 名鉄バス株式会社　管理部　052-588-0780

　名鉄バスでは、高齢社会における施策の一環として、沿線地
域のお年寄りを対象に「バス乗り方教室」を実施しています。
　実際のバスを用いて乗車・降車のしかた、運賃表の読み方、
manacaの使い方など乗車体験を通じて解説するとともに、ド
ライブレコーダーに記録された車内事故映像をご覧いただき、
バス乗車時の安全確保について注意喚起を図っております。
　当社では、このお年寄
り向けの「バス乗り方教
室」を沿線地域で順次
実施し、お年寄りの方に
より安心して乗合バス
をご利用いただけるよ
う努めてまいります。

　濃飛乗合自動車では、高齢者の交通事故防止対策と運転免許返
納後の交通手段確保を目的として、65歳以上で運転免許を自主返
納され「運転経歴証明書」を提示された方についてはバス運賃を半
額に割引する制度を6月1日から岐阜県内では初めて導入しまし
た。（但し、高速バス、共同運行路線、コミュニティバス等は除く）ま
た、飛騨市に営業拠点があるタクシー部門では4月11日から、同じ
く「運転経歴証明書」を提示された
方についてはタクシー料金が1割引
になる「シルバーいきいきタクシー」
のサービスを開始しています。いず
れも地元の警察署と合同で、地元関
係者への説明会を開催しました。

高齢者の事故防止を目的として高齢者の運転免許
返納者を対象とした運賃割引サービスを開始

お年寄り向け「バス乗り方教室」を実施

　名鉄バスでは、平成22年3月より、一般路線・空港線の全停留所約
2400ヵ所に、時刻表を照らすソーラースポットライトを導入していま
す。このライトは、同社が開発に協力し、東洋ライト工業（株）が発売する
「光光息子（こうこうむすこ）Ⅱ」で、日中に太陽光パネルで発電した電気
をニッケル水素電池に蓄え、日が陰った後、人が近づくとセンサーが感
知して発光ダイオード（LED）が点灯し、時
刻表を照らす環境にやさしい照明です。こ
れにより、夜間に時刻表が見やすくなるこ
とに加え、防犯灯の役割も期待できます。

路線バス停留所にソーラースポットライトを導入

お問合せ 名鉄バス株式会社　管理部
052-588-0780

　名鉄バスでは、捨てられる油（天ぷら油など）を再利用した燃料で
動くバイオディーゼルバスを導入しています。元々、生物から出来た
油を再利用しているため、石油などの化石燃料と異なり、バイオ
ディーゼル燃料は、二酸化炭素を元々大気内に存在していた以上に
発生しません。リサイクルしてさらに空気を汚さない、地球に、人にダ
ブルで優しい燃料を使うことで、環境負荷軽減に寄与していきます。

バイオディーゼルバスを導入

お問合せ
名鉄バス株式会社　管理部
052-588-0780

※名鉄バスでは、名鉄グループ内のホテル・レストラン・遊園地などの飲食施設等か
ら回収した使用済みてんぷら油（植
物性廃食用油）を使用しています。

ソーラースポットライトを導入した停留所

渥美線沿線に整備した菜の花畑
アイドリングストップ車
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名鉄グループの取り組み

　運輸部門では、鉄軌道をはじめ、乗合バス、観光バス、タクシー等の
旅客輸送事業や、トラック、海運、航空等の事業を中心に、幅広く地域
の皆さまの生活に根ざした事業を展開しています。

交通・運送



太陽光発電設備

　メイエレックは、環境負荷の軽減を図るため、本社南館屋上に太陽光発
電設備を設置しました。これは、NEDO（新エネルギー･産業技術総合開発
機構）の太陽光発電新技術等フィールド事業に採択され、貴重資源である
シリコン使用量が少なくて済む薄膜太陽電池パネルの、データ収集・分析
について共同研究を行うものです。1日当たり快晴時で約100kWhの発
電量があります。太陽光発電データをリアルタイムでNEDOに送付し、そ
れを最適なシステム構築のための資料としています。
　今後、この共同研究を通じ、環境に対する意識をさらに高め、太陽光発
電の普及に貢献していきます。

太陽光発電システムの導入

お問合せ 株式会社メイエレック　電設営業部　052-678-1773

　メイエレックでは、路線図を活用したバスロケーションシステム“道し
る兵衛”をご提案しております。“道しる兵衛”では、大型ディスプレイや
タッチパネル搭載型などのバリエーションを揃え、アニメーションや音
などを効果的に活用して、より人に優しく、より公共交通を利用したくな
るサービス提供に取り組んでいます。公共交通の利用促進により渋滞の
緩和、CO２の削減など環境負荷の軽減に寄与するとともに、今後は地震
発生時などの災害情報を取り入れるなど地域社会にも貢献できるよう
なシステム開発に取り組んでいきます。

ビジュアルバスロケーションシステム“道しる兵衛”の開発

お問合せ 株式会社メイエレック　技術開発部  情報技術課　052-678-1777

芝生駐車場

　ヤハギ緑化では、芝生駐車場「EGP」（Ecological Grass Parking）の普
及を推進しています。自動灌水装置の標準装備や既存舗装上への直接施
工を可能にするなど、技術向上に努めてきました。従来は、工場立地法や地
域緑地制度の緑地面積確保対策として多く採用されてきましたが、最近は
都市緑化への助成制度も整備されつつあり、民間企業等への環境提案も
積極的に行っています。また、ウェスティンナゴヤキャッスルでの取り組み
を始めとした産官学協働の都市緑化実験にも参画しており、都市環境や景
観・防災・生物多様性を軸に地域貢献していきたいと考えています。

EGPについて

お問合せ ヤハギ緑化株式会社　緑化事業本部　052-937-6551

名鉄交通株式会社　グリーン経営推進室　052-331-2221お 問 合せ

　名鉄交通では、平成17年度から車両代替時にアイドリングス
トップ機能つき車両導入を積極的に進めています。平成23年度は
142台を導入し、全車両の約86％がアイドリングストップ車となり
ました。
　平成24年度も引き続き積極的な導入を行い、CO２の排出削減と
燃費の向上に努めていきます。

アイドリングストップ車の導入
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　不動産部門では、土地建物の販売・賃貸借、不動産の仲介業、建築工
事の設計・施工・監理などの事業を展開しています。また、情報・電気・
通信等の分野で幅広く技術開発およびサービス提供を行っています。

不動産・技術
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カリテコステーション

　名鉄百貨店は、2002年にISO14001の認証を受け、環境方針の
もと、省エネ、省資源、包装の適正化など、さまざまなエコ活動を推
進してきました。東日本大震災後の節電対応、お客様の視点に立っ
た環境レポートの作成、照明節電中の天井へのプラネタリウム上
映、下取りキャンペーンなど環境にやさしいイベント、催事などの定
期的開催が評価され、第1回なごや環境活動賞優秀エコ事業所部門
優秀賞を受賞しました。2012年2月に表彰式があり、名古屋市の入
倉副市長より表彰状と副賞の授与を受けました。表彰式後の事例発
表会では、名鉄百貨店のエコ活動についてご紹介しました。

なごや環境活動賞優秀賞受賞

名鉄協商株式会社　カーシェア事業部　052-582-2495
お 問 合せ

　名鉄協商では車を利用し、情報を駆使したエコなサービス「car＋it
＋eco」=カリテコがサービスを展開しています。車をシェア(共有)す
る事により、C02削減・渋滞緩和や交通事故の減少に繋がります。
　昨年度からの新サービスとして、名鉄発行のmanaca（マナカ）でカ
リテコの登録が可能になり、よリシームレスな公共交通機関との連携
が可能になりました。
　現在はステーション数132カ所、車両
台数147台(2012年8月現在)となり、本
年度中に170台体制に拡大していく予
定です。

カーシェアリング・サービス「カリテコ」の実施

株式会社名鉄百貨店　施設部ISO担当　052-585-2470お 問 合せ

MEITETSU ECO DIESEL OIL

名鉄産業株式会社　エネルギー事業部　052-821-1292お 問 合せ

　名鉄産業では、平成20年7月から名鉄グループのバス・トラック会社
を中心とした運輸会社向けエンジンオイル「MEITETSU ECO DIESEL 
OIL」を販売しています。このオイルは、「名鉄」の名を冠した名鉄産業初
のＰＢ商品で、従来の製品より交換サイクルを長くすることが可能とな
り、整備費や廃油排出量の削減につながるほか、平成15年規制の排出
ガス規制に対応した環境にやさしいエンジンオイルです。
　すでに名鉄グループのバス会社、運送会社に広く採用されています。

「MEITETSU ECO DIESEL OIL」を販売
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　流通部門では、百貨店事業や、小売事業、駐車場・カーリース事業な
ど、多岐にわたって事業を展開しています。
　さらにレジャー・サービス部門では、ホテル事業やアミューズメン
ト事業、博物館明治村をはじめとした文化テーマパーク事業や、ロー
プウェイ事業などを展開しています。

流 通

レジャー・サービス



打ちあがったスナメリ

リサイクルの環

あゆみの家

南知多ビーチランドの知多半島におけるフィールド調査内容

　名鉄産業では、平成20年2月から使用済み天ぷら油を自社飲食店の他、名鉄
レストランなどから回収し、それを提携会社にて環境にやさしい「100％のバ
イオディーゼル燃料」にリサイクル・再資源化する取り組みを行っています。軽
油と比べＣＯ2削減効果があり、地球温暖化防止の一助に役立っています。「バ
イオディーゼル燃料」は、路線バスの運行用として名鉄バスへ供給しています。
　一方「環境・エネルギー」をテーマとしたメッセナゴヤ2011では、屋内ブー
スで使用済み天ぷら油をリサイクルして、バイオディーゼル燃料を精製し供給
するまでの仕組みやＣＯ2削減効果を、一般の方にも解りやすく説明するビデ
オを放映し、環境意識の啓発を行いました。

　南知多ビーチランドでは開園当初から既に30年以上、三河湾・伊勢湾に生息するス
ナメリのフィールド調査を継続しています。スナメリは三河湾・伊勢湾を代表する生き
もので現在、絶滅危惧種に指定されているイルカの仲間です。主な調査としては死んで
打ち上がったスナメリを調べるストランディング調査で、その大きさを調べることや、
解剖することで、自然界のスナメリが何を食べていたのか具体的に知ることもでき、こ
れまでの調査では、イワシやイカナゴ（コウナゴの和名）など群れを作る魚類の他、タコ
やシャコなど海の底に棲む生きものを食べていたことがわかりました。こうして蓄積し
たデータを発信し、我々の身近に棲んでいる生きものたちの情報をお伝えしながら、た
くさんの方に海の生きものの理解者になってもらえるような活動を続けていきます。

使用済み天ぷら油のリサイクル活動

南知多ビーチランド　0569-87-2000お 問 合せ

名鉄産業株式会社　エネルギー事業部　052-821-1292お 問 合せ

　名鉄レストランでは、養老サービスエリアで当地の社会福祉法人「あゆみ
の家」が作成した食品や雑貨類を販売しております。また、昨年11月には、同
社会福祉法人を慰問し、サービスエリアで提供しているメニューを240名の
方々に食していただく昼食会も開催しました。この昼食会は本年で９回目を
向かえ、また、他地域でも同様の昼食会を適宜開催し、地域とのコミュニケー
ション推進に取り組んでおります。

福祉施設とのコミュニケーション推進

名鉄レストラン　ハイウェイ事業部　0586-85-5601お 問 合せ

貫流式ガスボイラー

国内クレジット制度排出削減事業 承認証株式会社名鉄クリーニング　052-501-5511お 問 合せ

CO2排出削減事業の認証取得と国内クレジットの移転（売却）
　名鉄クリーニングは、平成21年7月に、国内クレジット認証委員会（経済産業
省主管）において、CO２排出削減事業の認証を取得しました。国内クレジット制
度とは、CO２の削減を義務づけられている大企業が、義務づけのない中小企業の
CO２削減事業に対し、資金・技術面の支援を行い、これによって削減できた実績
をCO２1t当たりの契約単価で購入する制度です。
　同社では、平成20年12月に補助金を活用したESCO事業として導入した高効
率貫流式ガスボイラーによって燃料の節減を図りました。従来の重油ボイラーに
比べ年間約1000tのCO２削減が実現されており、平成21年度から毎年この排出
権を三菱東京UFJリース㈱の仲介により売却しています。また当初の平成25年3
月までを期限とするこの国内クレジット制度は、現在、最長８年（平成32年まで）
をメドに計画延長が検討されています。
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平成24年9月発行

http://www.meitetsu.co.jp

環境・社会報告書は
ホームページでもご覧いただけます。

このキャンペーンマークは、豊かな地球環境の
象徴であり、同時に名鉄グループ エコ・ビジョン
の基本理念を達成するための4つの要素ー環境
保全に対する「意識の向上」「技術力の向上」
「地域との連携」を3枚の若葉で、それらを根底で
支える「法令遵守」をレールで表したものです。

　本報告書は、昨年に引き続き、当社グループの環境および社会への取り組みについて紹介する冊子として
作成しました。
　本年も、より新しい情報を掲載するため、特集ページにおいて現在展開中の「名鉄エコプロジェクト2012」
について紹介しています。
　また、社会活動報告の中では、当社および当社グループを支えていただいているお客さまや地域社会、株主・
投資家、従業員とのかかわりについて、ステークホルダーごとに内容を編集し、わかりやすく紹介しています。
　本報告書の発行を通じて、さまざまな情報を開示し、ステークホルダーの皆さまとのコミュニケーションを
促進していきたいと考えています。

名古屋鉄道（株）と名鉄グループ141社※を対象としています。
※平成24年8月31日時点

平成23年4月1日から平成24年3月31日までとしました。ただしそれ以外の期間に取り組んだ内容も一部記
載しています。

環境省「環境報告ガイドライン（2007年度版）」を参考にし、可能な限りガイドラインに記載された事項を網
羅するよう努めました。

名鉄グループ アクション・エコ推進委員会事務局（名古屋鉄道株式会社事業企画部内）
〒450-8501  名古屋市中村区名駅一丁目２番４号
TEL 052-588-0805  FAX 052-588-0845      E-mail  action-eco@nrr.meitetsu.co.jp

視認性、判読性に優れた
ユニバーサルデザイン
フォント（書体）を使用し
ています。 

フォント
乗車券リサイクル紙を使
用しています。

用紙
インキ転写時にイソプロ
ピルアルコールなどを含
む湿し水が不要な、「水な
し印刷」を採用していま
す。

印刷
植物油インキの使用によ
り石油系溶剤の使用量、
VOC（揮発性有機化合
物）発生を抑え、鉛、水銀、
カドミウムなどの重金属
も使用していません。

インキ

編集方針

対象組織範囲

対象期間

記載方法

本報告書に関するお問合せ先


